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新
し
い
年
度
が
始
ま
り
宇
陀
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
さ
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
ア
ク
セ
ス
し

て
く
だ
さ
い
ね
♪

両手の指先をつけ、斜めに
構え【家】

前に向けて２指の指間を挟
めた右手を左から右へ動か
す

第57回立てた右手人差し指を口の
左側から右側に動かし【秘
密】

パスワード

左手２指を立て、右手人差し
指と親指で半円を作って左手
の人差し指につける【アル
ファベットの I と Dを表現】

ホームページ

立てた両手親指を上下の位置
でピンを押すように少し前へ
出す

左手の親指と人差し指で
「コ」の形を作ったら、右
の指全体で読み取るしぐさ
をする

ID(アイディー ) QRコード

左手２指を立て、左人差し
指に右手人差し指を水平に
のせる【アルファベットの
I と Tを表現】

IT(アイティー)

①

②

４月１日から
市役所の組織が変わります 問人事課（☎ 82・1303／ IP ☎ 88・9069）

市民サービスの向上と効率的な行政運営を目
指すため市役所の組織の一部を変更しました。

地域の問題解決能力の向上とまちづくりの推進力を高めるため、総務課で行っていた自治会、集会所の管
理等の業務と、政策推進課で行っていたまちづくり協議会、市民協働に関する業務を一元的に管理します。
問市民協働課（☎ 82・2130／ IP ☎ 88・9085）　※ 4月以降に使用

政策推進部に「市民協働課」を新設

問
人
権
推
進
課

人
権
推
進
課　
（
☎

　
（
☎
8282
・
２
１
４
７
／

・
２
１
４
７
／
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☎☎
8888
・
９
０
７
７
）

・
９
０
７
７
）

　
市
は
、「
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
れ
な
い
、
共

生
の
地
域
づ
く
り
」
を
行
政
の
重
要
施
策
の

一
つ
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　
令
和
5
年
６
月
に
公
布
・
施
行
さ
れ
た
「
性

的
指
向
及
び
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
多
様
性
に
関
す
る
国
民
の
理
解
の
増

進
に
関
す
る
法
律
」
の
制
定
の
趣
旨
に
添
い
、

市
に
お
い
て
も
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
性
的

指
向
や
性
自
認
の
違
い
を
多
様
性
と
し
て
認

め
合
い
、
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
、
自
分
ら

し
く
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
を

目
的
と
し
て
、
４
月
１
日
よ
り
、
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を
導
入

し
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方

た
ち
が
、
お
互
い
を
人
生
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
日
常
生
活
に
お
い
て
協
力
し
合
う
こ
と

を
約
束
し
た
関
係
に
あ
る
こ
と
を
届
出
す
る

制
度
で
す
。
ま
た
、
お
二
人
に
子
や
親
が
い

る
場
合
、
あ
わ
せ
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
の

届
出
も
で
き
ま
す
。

　
こ
の
届
出
に
よ
っ
て
法
律
上
の
効
果
（
婚

姻
、
相
続
、
税
金
の
控
除
な
ど
）
が
生
じ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
少
な

か
ら
ず
社
会
の
仕
組
み
の
外
に
置
か
れ
て
い

た
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方
た
ち
に
、
行
政

の
支
援
や
社
会
的
認
知
を
提
供
す
る
こ
と
に

な
り
、
対
応
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
と
い
う
経
済

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー

シ
ッ
プ
制
度
を
導
入
し
ま
す

的
な
効
果
だ
け
で
な
く
、『
自
分
た
ち
の
関
係

が
市
に
認
め
ら
れ
て
い
る
』
と
い
う
精
神
的

な
安
心
感
を
も
た
ら
す
重
要
な
制
度
で
す
。

住宅政策の総合的な推進を図るため、環境対策課で行っていた危険空き家等に関する業務を公営住宅課に
移管し、課の名称を住宅課に変更しました。

公営住宅課を「住宅課」に変更

水道局の上水道部門が奈良県広域水道企業団に移管されたことに伴い、下水道課を建設部に移管しました。
（場所は奈良県広域水道企業団宇陀事務所（旧宇陀市水道局）となります。）

建設部に「下水道課」を移管

有機農業の生産から消費までを加速させ、地域全体で有機農業の推進を図るため、農林課に「オーガニッ
クビレッジ推進室」を設置しました。

農林課に「オーガニックビレッジ推進室」を設置

問
企
画
課

企
画
課　
（
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・
１
３
６
２
／
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・
９
０
７
４
）

・
９
０
７
４
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市
で
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推
進

の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
EV
等
（
電
気

自
動
車
お
よ
び
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト

車
）
の
普
及
を
促
進
す
る
た
め
、
公
共
施
設

へ
EV
充
電
器
の
設
置
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
第
一
号
と
な
る
EV
充
電
器
を
市

役
所
へ
設
置
し
、
そ
の
運
用
開
始
に
伴
い
、

EV
充
電
器
運
用
開
始
セ
レ
モ
ニ
ー
を
2
月
28

日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
※
こ
の
EV
充
電
器
は
市
民
の
皆
さ
ん
を
含
む

多
く
の
方
が
利
用
で
き
る
も
の
で
す
。
有
料

の
提
供
と
な
り
ま
す
。
利
用
方
法
等
は
次
の

QR
コ
ー
ド
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

EV
充
電
器
を
設
置
し
ま
し
た

▲利用方法はこちら

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
は

　
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
い
わ
れ
て
い
る
、

二
酸
化
炭
素
を
は
じ
め
と
し
た
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
量
を
減
ら
す
こ
と
を
い
い
、
市
で

は
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指
し
て
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

テ ン フ ィ ー ル ズ
ファクトリー（株）
市川 裕社長

山本建設（株）
山本 武也社長

市長

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
は

　
性
的
指
向
（
自
己
の
恋
愛
ま
た
は
性
愛
の

対
象
と
な
る
性
別
に
つ
い
て
の
指
向
を
い
う
）

が
異
性
に
限
ら
な
い
方
ま
た
は
性
自
認
（
自

己
が
認
識
し
て
い
る
性
別
を
い
う
）
が
出
生

時
の
性
と
異
な
る
方
を
さ
し
ま
す
。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
と
は

　

同
性
婚
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
日
本
で
、

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方
た
ち
の
息
苦
し
さ

を
軽
減
す
る
た
め
に
、
平
成
27
年
に
東
京
都

世
田
谷
区
・
渋
谷
区
で
導
入
さ
れ
た
こ
と
を

皮
切
り
に
、
全
国
に
広
が
る
。（
令
和
６
年
11

月
現
在
で
、
４
７
３
自
治
体
で
導
入
済
）

　
県
内
で
は
、
令
和
２
年
に
奈
良
市
・
大
和

郡
山
市
で
導
入
さ
れ
た
こ
と
を
皮
切
り
に
、

10
自
治
体
（
６
市
４
町
）
で
導
入
、
令
和
６

年
４
月
よ
り
奈
良
県
で
も
導
入
さ
れ
る
。

（
令
和
６
年
12
月
現
在
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ

制
度
の
規
定
を
含
む
も
の
は
２
市
の
み
）

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

み
ん
な
で
子
育
て

お
知
ら
せ

掲
示
板

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

　2025年4月号7 6

病
院
・
あ
ん
し
ん

う
だ
チ
ャ
ン

　2025年4月号
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問
さ
ん
と
ぴ
あ
榛
原

   

（
☎
85
・
２
５
２
５
／
IP
☎
88･
９
０
６
５
）

さ
ん
と
ぴ
あ
榛
原
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

施
設
や
自
宅
で
過
ご
す
時
間
が
長
い

と
、
ど
う
し
て
も
季
節
の
変
化
に
気
づ
か

ず
、
今
は
何
月
だ
っ
た
か
な
？
と
分
か
ら

な
く
な
り
が
ち
で
す
。

　
外
出
す
る
機
会
が
な
く
て
も
季
節
の
話

題
を
家
族
や
友
人
た
ち
と
交
わ
す
こ
と

で
、季
節
感
を
感
じ
て
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　
春
の
歌
や
春
の
食
べ
物
な
ど
、
様
々
な

会
話
を
す
る
だ
け
で
も
脳
を
活
性
化
し
て

い
き
ま
す
。

　

4
月
に
ま
つ
わ
る
雑
学
を
紹
介
し
ま

す
。
4
月
は
和
風
月
名
で
「
卯
月
（
う
づ

き
）」と
言
い
ま
す
。「
卯
の
花
が
咲
く
月
」

や
「
十
二
支
の
四
番
目
が
卯
（
ウ
サ
ギ
）」

な
ど
の
由
来
が
あ
り
ま
す
。

　

4
月
１
日
は
何
の
日
か
ご
存
じ
で
す

か
？
エ
イ
プ
リ
ル
フ
ー
ル
と
言
っ
て
「
４

月
１
日
に
罪
の
無
い
嘘
を
つ
い
て
も
許

さ
れ
る
風
習
」
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
人
を
傷
つ
け
る
よ
う
な
内
容
で
は
無

く
、
み
ん
な
が
楽
し
く
な
れ
る
よ
う
な
軽

い
ジ
ョ
ー
ク
に
と
ど
め
る
の
が
マ
ナ
ー
で

す
。
エ
イ
プ
リ
ル
フ
ー
ル
の
起
源
は
諸
説

あ
り
ま
す
が
、
フ
ラ
ン
ス
で
生
ま
れ
た
と

い
う
の
が
有
力
で
す
。
フ
ラ
ン
ス
で
は

１
５
６
４
年
に
暦
が
改
変
さ
れ
、
１
年
の

保
健
福
祉
施
設

�

「
う
だ
健け
ん
こ
う幸
プ
ラ
ザ
」
開
設

　
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
と
医
療
介
護
あ
ん
し

ん
セ
ン
タ
ー
、
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
の
機
能

を
集
約
し
、
一
体
の
施
設
と
す
る
こ
と
で
、

成
人
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
保
健
事
業
と
高
齢

者
福
祉
な
ど
の
多
分
野
に
お
け
る
さ
ら
な
る

連
携
強
化
が
実
現
で
き
る
と
考
え
整
備
を
進

め
て
い
ま
し
た
保
健
福
祉
施
設
「
う
だ
健
幸

プ
ラ
ザ
」
が
４
月
１
日
に
開
設
し
ま
す
。

　
今
後
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
健
康
で
安
心
し

て
生
活
で
き
る
た
め
の
保
健
・
福
祉
・
相
談

体
制
の
確
保
、
介
護
予
防
や
健
康
増
進
事
業

な
ど
で
連
携
強
化
を
図
り
ま
す
。

【
施
設
名
称
】

　
う
だ
健け
ん
こ
う幸
プ
ラ
ザ　
（
４
月
１
日
～
開
設
）

【
所
在
地
】

　
〒
６
３
３・０
２
４
１

　
宇
陀
市
榛
原
下
井
足
４
９
番
地
の
１

　
榛
原
サ
ン
ク
シ
テ
ィ
２
階

【
受
付
時
間
】

　
午
前
９
時
～
午
後
5
時
15
分

　
（
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

【
電
話
番
号
】

　
　
　
　

 

☎
82
・
２
１
０
０

　
　

F
A
X 

82
・
２
１
０
４

問
健
康
増
進
課

健
康
増
進
課

　
（
☎

　
（
☎
8282
・
３
６
９
２
／

・
３
６
９
２
／
IPIP
☎☎
8888
・
９
０
８
７
）

・
９
０
８
７
）

【
業
務
内
容
】

【
保
健
セ
ン
タ
ー
】

成
人
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
保
健
事
業

各
種
検
診
、
健
康
相
談
、
健
康
教
育
、

介
護
予
防
、精
神
保
健
（
自
殺
対
策
）、

予
防
接
種
、
食
育
推
進
、
歯
科
保
健
、

健
康
に
関
連
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育

成
・
活
動
支
援
ほ
か

【
医
療
介
護
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
】

介
護
保
険
の
利
用
相
談
お
よ
び
制
度

の
情
報
提
供
や
手
続
き
の
支
援
、
高

齢
者
の
介
護
・
医
療
・
福
祉
・
認
知

症
に
関
す
る
相
談
支
援
、
高
齢
者
の

権
利
擁
護
や
虐
待
の
防
止
、
高
齢
者

の
地
域
で
の
交
流
の
場
づ
く
り
、
重

層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
ほ
か

【
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
】

権
利
擁
護
や
成
年
後
見
制
度
に
関
す

る
相
談
、
成
年
後
見
制
度
の
広
報
・

啓
発
、
権
利
擁
護
支
援
の
地
域
連
携

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、
後
見
人
支

援
ほ
か

デ
イ
ケ
ア
入
浴
介
助

ス
タ
ッ
フ
募
集
！
！

施
設
で
は
パ
ー
ト
勤
務
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
問
ま
で
。

始
ま
り
が
そ
れ
ま
で
の
４
月
１
日
か
ら
１

月
１
日
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
、

暦
の
改
変
に
反
対
す
る
人
々
が
旧
暦
の
ま

ま
４
月
１
日
に
新
年
を
お
祝
い
し
、ユ
ニ
ー

ク
な
贈
り
物
を
し
あ
っ
た
事
が
原
型
だ
そ

う
で
す
。
国
に
よ
っ
て
も
違
っ
て
お
り
、

イ
ギ
リ
ス
で
は
嘘
を
つ
い
て
も
良
い
の
は

午
前
中
ま
で
で
、
午
後
に
は
ネ
タ
ば
ら
し

を
し
て
安
心
さ
せ
る
の
が
一
般
的
で
す
。

　
他
に
も
４
月
８
日
は
花
ま
つ
り
。
お
釈

迦
様
の
誕
生
を
祝
う
仏
教
行
事
で
す
。
誕

生
仏
に
甘
茶
を
注
い
で
供
養
し
ま
す
。
ま

た
、
子
ど
も
の
健
康
を
祈
る
日
で
も
あ
り

ま
す
。
甘
茶
に
は
厄
除
け
や
鎮
静
作
用
、

抗
ア
レ
ル
ギ
ー
作
用
な
ど
様
々
な
効
能
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
花
粉
症
で
悩

む
時
期
、
甘
茶
を
飲
ん
で
す
っ
き
り
し
た

い
で
す
ね
。

　
４
月
は
旬
の
食
べ
物
も
多
く
、
季
節
を

意
識
し
て
会
話
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

2
月
25
日
（
火
）、
市
役
所
に
お

い
て
、
市
立
病
院
と
Hハ

ヤ

マ

A
Y
A
M
A 

I イ

ン

タ

ー

ナ

シ

ョ

ナ

ル

n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l 

Lラ
ン

ゲ

ー

ジ

a
n
g
u
a
g
e 

Sス
ク

ー

ル

c
h
o
o
l
お
よ
び

奈
良
介
護
福
祉
中
央
学
院
に
お
け
る
介
護
人

材
活
躍
に
向
け
た
連
携
協
定
の
締
結
式
が
行

わ
れ
、
市
長
と
社
会
福
祉
法
人
大
和
清
寿
会

鉄
村 

俊
夫
理
事
長
が
協
定
書
に
署
名
し
ま
し

た
。

　

市
立
病
院
で
は
、
入
院
患
者
の
高
齢
化
、

介
護
業
務
が
増
加
す
る
な
か
、
ま
た
、
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
人
材
不
足
が
急
務
と
な

り
、
令
和
4
年
８
月
よ
り
、
H
A
Y
A
M
A 

I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l 

L
a
n
g
u
a
g
e 

S
c
h
o
o
l
の
、
外

国
人
留
学
生
の
方
が
看
護
助
手
（
会
計
年
度

任
用
職
員
）
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
６
人
の
留
学
生
が
、
奈
良
介
護
福

介
護
人
材
活
躍
に
向
け
た

�

連
携
協
定
締
結
式

祉
中
央
学
院
や
宇
陀
高
等
学
校
等
に
通
い
な

が
ら
、
介
護
福
祉
士
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

協
定
で
は
、
留
学
生
の
教
育
・
生
活
の
充
実
、

卒
業
後
の
就
職
受
け
入
れ
や
支
援
等
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

市

立

病

院

と
H
A
Y
A
M
A 

I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l 

L
a
n
g
u
a
g
e 

S
c
h
o
o
l
お
よ
び

奈
良
介
護
福
祉
中
央
学
院
は
、
こ
れ
か
ら
も

連
携
を
強
化
し
、
介
護
人
材
の
活
躍
を
応
援

し
ま
す
。

問
市
立
病
院

市
立
病
院　
（
☎

　
（
☎
8282
・
０
３
８
１
）

・
０
３
８
１
）

問
市
立
病
院

市
立
病
院　
（
☎

　
（
☎
8282
・
０
３
８
１
）

・
０
３
８
１
）

良
質
な
医
療
提
供
に
向
け
た

連
携
協
定
締
結
式

　
2
月
25
日
（
火
）、
市
役
所
に
お
い
て
、
市

立
病
院
と
新
生
室
生
株
式
会
社
に
お
け
る
良

質
な
医
療
提
供
に
向
け
た
連
携
協
定
締
結
式

が
行
わ
れ
、
市
長
と
新
生
室
生
株
式
会
社
永

井 

弘
一
代
表
取
締
役
社
長
が
協
定
書
に
署
名

し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
や
ベ
ル
ト
な

ど
衛
生
健
康
用
品
の
開
発
・
商
品
化
に
実
績

の
あ
る
新
生
室
生
株
式
会
社
と
市
立
病
院
が

連
携
し
て
患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
病
状
特

性
に
合
っ
た
サ
ポ
ー
タ
ー
や
装
具
等
の
リ
ハ

ビ
リ
商
品
の
研
究
開
発
を
す
す
め
、
医
療
の

提
供
を
充
実
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
市
立
病
院
と
新
生
室
生
株
式
会
社
は
、
令

和
５
年
７
月
か
ら
サ
ポ
ー
タ
ー
や
装
具
等
の

研
究
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
協
定
で

さ
ら
な
る
研
究
開
発
を
進
め
、
患
者
の
ニ
ー

ズ
に
応

じ
た
き

め
細
や

か
な
対

応
が
期

待
さ
れ

ま
す
。

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

み
ん
な
で
子
育
て

お
知
ら
せ

掲
示
板

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

　2025年4月号9 8

病
院
・
あ
ん
し
ん

う
だ
チ
ャ
ン

　2025年4月号
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